
　隣県で起きた今回の大地震。余震が続き、ここ大村でも一
週間ほど体に揺れを感じ、不安を覚えました。被災地の様子
は連日テレビで放映され、災害のすさまじさを実感しました。
　今もなお、不自由な生活を余儀なくされている被災地に、
同じ九州に住むものとして何かしたいという思いから、大村
市未来企画部（任意団体）がチャリティーイベントを企画。プ
ラザおおむらに大村出身のコメディアン・ねんど大介さんら
も駆け付け、親子連れで楽しめるイベントを催し、支援を募り
ました。被災地の1日も早い復興と、被災地の子どもたちが
心からの笑顔を取り戻せるよう、大村からも支援の輪が広
がっています。
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　市では、メールマガジンやホームページ、フェイスブック
などで災害に関する情報を配信しています。ぜひご登録
ください。

もう一度確認を！防災への備え！

●市公式ホームページ
緊急情報として、トップページ上部でお知
らせ。
www.city.omura.nagasaki.jp

●防災メールマガジン
パソコンや携帯電話などに情報をお届け
しています。

●市公式フェイスブック
緊急のお知らせを配信しています。
www.facebook.com/city.omura

●緊急放送に関する協定を
   締結しています
　・おおむらケーブルテレビ
　・FMおおむら

www.city.omura.nagasaki.jp/kouhou/shise/k
oho/koho/m-magazine/kiyaku.html

　おでかけ日和となったこの日、野岳湖
公園ロザ・モタ広場では、今年で３０周
年を迎える「のだけ新茶まつり」が開催
されました。会場ではさまざまな記念イ
ベントを開催。なかでも、ビニールのテン
トに絵の具で絵を描くコーナーにはたく
さんの子どもたちが集結。手も顔も服
も絵の具まみれになりながら、デザイン
を完成させていました。

表紙のはなし
のだけ新茶まつり　5月4日㈬㈷
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